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| 共通組み立て説明書 

dL 注意
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

・本商品の対象年齢は15才以上ですb対象年齢未満のお子穏には絶対に与え拡いでkください。
・小さな部晶があります。口の中には絶対に入れないでください。窒息などの危険があります。
・誤飲の危険がありますので、3才宋満のお子様には絶対に与え芯いでくだ古い。
・ベースメーカーを巴使用の方は、マグネット力プラー(連結器)を身体に近づけ芯いようご
注意ください。

.マグネットカブラー(連結器の部品)は磁石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン
などに近づけないでください。磁気で機能異常が起こる場合がありますe

〈組み立てる時の注意〉
・取り付げ部を無理な方向に曲げたり引っ張った D しないでくだ古い。
・部晶はプラスチック用ニッパーなどできれいに切口取口ましょう。切D取った後のヲズは捨ててください0
.部品の中には、やむをえす、とがった部ゆがあ口ますので、気をつけて組み立ててください。
・ステッ力ーは、必要な部分を切D抜いて貼ってください。
・部晶の加工の際の刃物、工具芯どのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく
読んE正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道模型のパーツ芯どのご使用にあたっては、それぞれの取扱い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

《お買い上げのお客様へ》不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センタァ
干277-8511 柏市豊四季241-22 ナピダイヤル !I!')γLJ- !ILL1-llrl 
.受付暗闇 10暗-17時〔祝日、璽事・害事体業日を隠く) 
PHS 、 IP電話曹をご利用の方は04-7146-03引におか貯ください.

《商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理・配送センター


干321-0298 栃木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち5-4-67


・営業時間 10鰐-17時(土、目、祝日、軍事害事体業目を隠<l 電話番号はお客様相敵センター共通

(機関車用シャーシの組立て )

目仇ーシの組立〉 

mpっかり七会分


む多/lJ輸
 

輪 I~ ~ 
G以下が*力プラーのマグネットには

極性(S'N)があります。

編成を組むときは、向きに
気をつけてください。 

Nゲージ化用パーツの取り付け方法 *管第五11思決書官店 E 
*8トレインショーティーは、動力ユニット(別売)を装着することで、 Nゲージの線蹟上を走行させることができます。

①機関車への動力ユニットの取り付lオ
・ rsトレインショーティー専用・動力ユ=ット日・機関車用』を使用します。 

。	 JnlI=長釘而「 通常色(呆)と、グレ寸ミあります。
 

量進運転や、犠小カーブ，

--Ijj~IL-~五両正守一

亡童書lfëi千予蝿ヒ品ョ !の爪円、車体と固定します。 

> い ~ ~'~'~~~~~"，' ~， I

*床板(シャーシ)部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
*スノ プロウは着脱可能です。(力プラーポケットの溝l二、爪をしっかりと掛けてください。) 

*EF2∞， EF210, 0053などでは、車体長が轟いためカブラーの首撮りが充分1::で曹ません。
8カーブ上では、濃縮が不安定な場合がありますのでご注意えだきしL

⑧電車・気動車及び酪面電車への動力ユ=ットの取り付l:t
・ rsトレインショーティー専用・動力ユ=ット回・電車・気動車用』
もしくは『閏勘カユ=ット固・路面電車用』を使用します。

.---r!ケ~_ I"'W\典型弔ーで!'I-，- 本左右4箇所の爪ψで、車体
仁志.--.s--す鴻宵rヨ冨主主::JI と固定します。

計1片守弘=-.......， - - 町室、 百~~才~~<i石有I一門 |市ゆるい場合にl主、商扇子ープ
民→似勾匹。淵 R RK~，O)))I 限Q凋 R Fl限0))ドムト-' 1 などで固定してください。

自民イラストは「動力ユニット図電車量動車用Jです。『動力ユニット悶路面電車用Jには前桂のカブラーはありません。
*床板(シャーシ)部分を外して、動力ュ=ットに交換・装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
(追加ウェイトは、走行状現に応じて世用レてください。車内の空きスペースに、両面子ーブなどで固定します。)

⑧トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け 
.rsトレインショーティー専用・崩首車白』を闘します。
ホ台車部分を外して(床板は付けたまま)、走行台車をセンヲーピン穴に装着してください。
取り付けがゆるい場合には、走行台車の取り付けピンを広げて調整してください。
ホ台車側面に、台車レリ フを取り付けてください。
*旧世イプ床板では、台車の回転止めピンがあります。また、初代床板では力プラ一台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。
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J』のほか、割りピン取り付け方式の、各社・台車を取り付ける
字
富
E*台車に取り付けた『台車レリーフ」が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい場合 ことができます。
、
川
砂
ノ

には横着剤などを使用して固定してください。

本スカートのある先頭車に、動力ユニットや走行台車を取り付ける場合It、スカートを取り -パンタグラフの交換
外すか、または台車のカブラー歯車分を切り取ってから量産婚してください。 本お好みのNゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めの上、交換してください。
本新幹線など車体裾にカバーのある車両では、台車レリーフを取り付けできません. 陥JO:11-羽 1 PSI4:IJlJI;;:!l1ラ 7 1')ーンマッヲス:80-2:PSI3:蹴JI;;Mラ7

$各種の変換パ-';11主、メーカー，形式によって取り付けが闘い(縫い〕場合も晶り曹すので、それ
陥JO:11-403 PS22:蹴・下枠吏量動(;;:!l1ラフ ヲ')ーンマッヲス :80-3:PT42 :I JlJ(ン対ラフ 

ぞれ銅盤のうえ取り付けてください。またパーツによっては加工が必要なものもあります。
KATO ・ 11-404. 11-420 PSI6:置車パン聖子ラ7 1')ーンマッヲ2・ 80-5 ・ PT43由連パンタデラ7

ホ動力ユニットの聾着に1主、車種によっては車体側の一部(ガラス，スカートなど〉や、働力ユニット 以 11-4201:1:、竃犠穴が4舗の鳳楓に対応します.1 ヲロ^ポイント :PT7 1C:シンデJ~アーム・パン宮1ラフ

の康犠などを切り取る専の加工が必要な場合由tあります。	 このほカ\取り付けピンが縦2本方式の、各社目パン担グラフを取り付けることカfできます3 

20 1 D-9R 
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|・Nゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。
I 本線路、コントローラーは、各社のNゲージ規格の製品が共通に使用できます。
I 州ゲージにおける使用方法i立、各社刊ゲージの取り扱い説明書をご覧ください。

t* 床棚後の穴?と、左右2儀所・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
I ;動力斗ニット1 台で、通常 lま 4両程度開IC 自車含む)することができます。

勾配区聞や急力 ブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。)

圃 KATO製の動力ユニットを使用することもできます。

①機関車用・動力ユニット(ス力 トは取り外してください。)

|品番11 ・1031 ポケットライン用動力ユニット | 

*EF64o, DF50 , DD53など、車体裾の低い車両には装着できません。

総 11・103は、薦入時にはカブラーポケットの内側にストッパー(プラ小片〕が入っていますので、

必ずストッパーを取り外してから装婚してください。
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(客車用車体の組立て ) 

①左右のガラスの前後にブロツヴを取り付けます 。
・ブロッヲのよ下の向きに注意して、パチンと
奥まではめ込んでください。 

1 70 " '1蜘ら宮
下 l 

' 
②屋根を取り付けます。
③妻板を取り付けます。 

(緩急車は後方 1 枚、中間車は前後E枚取り付けます。) 

④左右の側面を取り付けます。 

⑤シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。 
(中間車は完成です。) 

⑥緩急車は後面を取り付けて完成です。

|カニ 24:品。| 
• 23号車は機関更新11イプ
屋根・側面の形杭が異なります。

妻板

オハネ24(払イプ)
オハネ25 -0
$車体はオハネ 25 -0を使用しています包

|オロネ 241

妻板 (貫通扉あり)

|オハネ 24{自鴨川

|オハネフ 241 

2010-9 



オf

( ﾀT':;:;/)-O)ft5f1It仡ii:) *貼L川地置由参考例です。古紙からお好討ものを選んで加胤哨ってください。ステッカーの貼付け位置) ~ë刃物由お取り扱いには、尭分l二ご注意ください。記置の踊いものはお好みの位置にお貼り〈世い。) 

EF81 

車体番号 
ヘッドマーク EF 81107 

勢

カニ24-116 カニ24-23 カエ24-25

オロネ24 オハネ24(盆帯)

オハネ24(自帯) オハネフ24 テールマーヲ璽

車体番号如、*247

( 実車の編成例 〉ホ時期によって、編成や車体形状は変化」ていますのでご注意ください。

.日本海 (2010年12月頃の編成) 

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩ 

回目回目回目四回目回目※7 ，碍申一号特車8
-日本海 (2012年3月 16 日の編成) 

①②③ ④ ⑤ ⑧ 

品白白白田色合 
⑦⑧⑨⑩ 

同E23巴ヨEEEヨ※…はがて 回き。
-日本海(JR西日本担当時日本海1 号-4号) 

←大阪 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 青森→ 

Eヨ医司I ;tJl;t,25II ;tJl;t' 25 11 ;tJl;t，ヨ巨ヨ I tJl1'-2511 tJl;t'251ItJl;t，ヨ I tJl"',2511 tJlヨ I t""" 25 1I tJl;t，ヨ 
※9-12号車の車両は連結しない日がある。
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*カブラ のマグネットには極性 ( S.N) があります。
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ずミー力プラー(先頭車正面などに使用します。 )

ホ連結はできませんa

時針密糊器 4自動連結器 
( JR電車lまか ) 日tレ客車官動車ほか)
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編成を組むときは、向きに気をつけてください。l
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μ
本車輪 2個をはさみながら、

台車下枠の3箇所のツメを、
台車上枠に通します。

*前・後、	 2組の台車を、
それぞれ組み立てます。
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(機関車用車体の組立て) 

|EFBl I 
①左右のブロック I~ーツを合わせます。

②屋根を取り付けます。


(パン告グラフを取り付けます。)


③左右の側面を取り付けます。

④前面を取り付けます。


(先にスカートを前面に取り付けます。 )


⑤シャーシの穴、爪に合わせて車体をかぶせて完成です。

(巴F81 ・正面の形状について)

後期形 最終形
正面・通風口なし 正面・ひさしあり 

39-136号機 137-152号機
(401-414号機)

。 ホヘッドマヲの装着は両面子ープや
接着剤などを使って、車体正面に固定
してください。

舎
$ヘッドマ ウ I 車体番号のシーJレは、
台紙から切り抜いて貼ってください。
(刃物のお取り扱いにはご注意ください。)

*取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

縁取説に記載されている車両は、パリ工ーション肉の一部です。

正面パーツ1 屋根パーツなどは、車種・塗装によってセットされている 

11ーツが異なりますのでご注意ください。



車体書骨 (EF8 1) 車体番号(24系25形) 
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